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ニュース　日本古武道演武大会

　

第
46
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
（
主
催

＝
日
本
武
道
館
、
日
本
古
武
道
協
会
）
が

２
月
５
日
、
古
武
道
35
流
派
、
222
名
が
集

ま
り
、
約
１
５
０
０
名
の
観
衆
が
見
守
る

中
で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
無
観
客
で
の
開
催
だ
っ
た
が
、

今
年
は
３
年
ぶ
り
に
観
客
を
入
れ
て
の
実

施
と
な
っ
た
。
大
会
で
は
全
国
各
地
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
の
技
を

各
流
派
が
披
露
し
た
。♢

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ

た
。
初
め
に
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
理

事
・
事
務
局
長
が
開
会
を
宣
言
。
国
歌
清

聴
に
続
い
て
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会

長
・
日
本
古
武
道
協
会
会
長
が
「
昨
年
は

無
観
客
で
し
た
が
、
今
年
は
多
く
の
皆
様

を
お
迎
え
し
て
開
催
で
き
、
大
変
嬉う
れ

し
く

思
い
ま
す
。
日
本
の
古
武
道
は
、
武
技
の

修
錬
に
よ
る
心
身
の
鍛
錬
は
も
ち
ろ
ん
、

武
士
道
の
伝
統
に
由
来
す
る
『
勇
気
』

『
礼
』『
惻そ
く

隠い
ん

の
情
』
な
ど
、
心
を
養
う
人

間
形
成
の
道
で
あ
り
、
現
代
武
道
の
源
流

を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
令
和
の
時
代

は
、
古
武
道
が
日
本
の
誇
る
べ
き
伝
統
文

化
と
し
て
広
く
国
民
に
注
目
さ
れ
、
評
価

さ
れ
る
時
代
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
大
会
が
大
成
功
と
な
り
ま
す
よ

第 46回日本古武道演武大会第 46回日本古武道演武大会

35 流派が武道源流の奥義を披露35流派が武道源流の奥義を披露
②天道流薙刀術②天道流薙刀術
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長
年
寄
与
し
た
個
人
を
た
た
え
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
古
武
道
功
労
者
に
は
、
天て
ん

道ど
う

流
薙な
ぎ

刀な
た

術
の
木き

村む
ら

恭や
す

子こ

第
十
七
代
宗
家

と
初し
ょ

實じ
つ

釼け
ん

理り

方か
た

一い
ち

流
剣
術
の
植う
え

月つ
き

求も
と
む第

十

七
代
宗
家
が
選
ば
れ
た
。
式
典
で
は
高
村

正
彦
会
長
か
ら
、
両
功
労
者
に
表
彰
状
と

古
武
道
功
労
章
が
授
与
さ
れ
た
。（
※
124

〜
125
ページ
に
功
労
者
の
喜
び
の
声
を
掲
載
）

♢

　

演
武
始
め
は
、
小
笠
原
流
弓き
ゅ

馬う
ば

術
に
よ

る
百も

も々

手て

式し
き

。
こ
の
儀
式
は
祈
願
・
魔
性

退
散
や
祝
事
・
祭
事
の
際
に
行
わ
れ
、
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
祈
願
し
て
演
武

が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
古
武
道
功
労
章
を
受
章
し
た
木

村
恭
子
氏
が
宗
家
を
務
め
る
天
道
流
薙
刀

術
。
木
村
宗
家
は
見
事
な
太
刀
合
わ
せ
を

披
露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

　

第
42
回
大
会
以
来
の
出
場
と
な
っ
た
琉

球
古
武
術
は
釵さ
い

術
・
鎌
術
・
棒
術
の
型
と

組
手
を
披
露
。
棒
術
を
演
武
し
た
琉
球
古

武
術
保
存
振
興
会
の
井
上
貴
勝
会
長
は

「
こ
の
大
会
は
我
々
が
誇
り
に
思
っ
て
い

る
大
会
な
の
で
、
出
場
で
き
て
名
誉
な
こ

と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
武
道
の
源
流
で

あ
る
古
武
道
を
少
し
で
も
多
く
の
方
々
に

見
て
い
た
だ
く
機
会
は
と
て
も
貴
重
だ
と

臼井日出男日本武道館理事長、臼井日出男日本武道館理事長、
日本古武道協会理事長日本古武道協会理事長

高村正彦日本武道館会長、高村正彦日本武道館会長、
日本古武道協会会長日本古武道協会会長

内田康介日本古武道協会理事・
事務局長

う
、
演
武
者
の
皆
様
方
の
ご
健
闘
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」
と
主
催
者
挨
拶

を
行
っ
た
。

　

続
い
て
大
会
委
員
長
の
臼
井
日
出
男
日

本
武
道
館
理
事
長
・
日
本
古
武
道
協
会
理

事
長
が
「
演
武
者
の
皆
様
方
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
鍛
錬
さ
れ
て
い
る
古
武
道
の
技
と

心
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
会
場
の
皆
様

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
し
て
後
日
、
本
大
会
の

模
様
を
ネ
ッ
ト
配
信
し
、
世
界
中
の
愛
好

者
の
皆
様
に
古
武
道
の
真
髄
を
堪
能
し
て

い
た
だ
け
る
と
期
待
し
ま
す
」と
述
べ
た
。

　

最
後
に
来
賓
紹
介
と
祝
電
が
披
露
さ

れ
、
開
会
式
は
終
了
し
た
。

　

引
き
続
き
古
武
道
功
労
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
表
彰
は
毎
年
、
協
会
加
盟

流
派
の
中
か
ら
古
武
道
の
保
存
・
振
興
に

古武道功労者表彰を受ける古武道功労者表彰を受ける
植月求初實釼理方一流剣術第十七代宗家（左）

思
い
ま
す
。
国
内
を
中
心
に
海
外
に
も
20

カ
国
以
上
に
支
部
が
あ
り
ま
す
。
日
々
の

稽
古
を
大
切
に
謙
虚
に
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

第
２
部
は
古
武
道
功
労
章
受
章
の
植
月

求
氏
が
宗
家
を
務
め
る
初
實
釼
理
方
一
流

剣
術
を
皮
切
り
に
、
各
流
派
が
脈
々
と
伝

わ
る
洗
練
さ
れ
た
技
を
披
露
し
た
。

　

甲こ
う

源げ
ん

一い
っ

刀と
う

流
剣
術
は
第
16
回
大
会
以
来

30
年
ぶ
り
の
出
場
。
こ
の
流
派
は
江
戸
中

期
か
ら
逸
見
家
に
代
々
継
承
さ
れ
て
き
た

剣
術
の
流
派
。
演
武
で
は
長
剣
の
形
を
披

露
。
演
武
後
に
逸
見
義
清
第
十
世
宗
家

は
「
日
頃
稽
古
し
て
き
た
こ
と
を
日
本
武

道
館
で
披
露
で
き
た
の
は
本
当
に
光
栄
で

す
。
久
々
の
出
場
で
か
な
り
緊
張
し
ま
し

た
。
伝
統
文
化
と
し
て
次
の
世
代
に
繋つ
な

げ

て
い
く
た
め
に
日
々
の
稽
古
に
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

演
武
納
め
は
森も
り

重し
げ

流
砲
術
。
短
時
間
に

次
々
と
発
砲
す
る
「
早は
や

放は
な
し」、

横
一
線
に

並
ん
だ
演
武
者
が
青
木
孝
代
表
師
範
の
号

令
に
合
わ
せ
て
一
斉
に
発
砲
す
る
「
備
そ
な
え

打う
ち

」
を
披
露
、
耳
を
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
大

音
響
で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

硝
し
ょ
う

煙え
ん

が
立
ち
込
め
る
中
、
内
田
康
介
日

本
古
武
道
協
会
理
事
兼
事
務
局
長
が
閉
会

を
宣
言
し
、
大
会
は
終
了
し
た
。

𠮷川英夫日本武道館理事・事務
局長、日本古武道協会常任理事
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ニュース　日本古武道演武大会

⑲初實釼理方一流剣術⑲初實釼理方一流剣術

⑪澁川流柔術⑪澁川流柔術

⑮天神真楊流柔術⑮天神真楊流柔術

㉖大東流合気柔術琢磨会㉖大東流合気柔術琢磨会

㉛神道夢想流杖術㉛神道夢想流杖術
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※
写
真
の
○
数
字
は
演
武
順

※
写
真
の
○
数
字
は
演
武
順

③心月無想柳流柔術③心月無想柳流柔術⑧尾張貫流槍術⑧尾張貫流槍術

⑱荒木流軍用小具足⑱荒木流軍用小具足㉝甲源一刀流剣術㉝甲源一刀流剣術

㉕雲弘流剣術㉕雲弘流剣術㉜長谷川流和術㉜長谷川流和術
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ニュース　日本古武道演武大会

⑬鐘⑬鐘捲捲流抜刀術流抜刀術

④卜傳流剣術④卜傳流剣術

⑤二刀神影流鎖鎌術⑤二刀神影流鎖鎌術

⑩琉球古武術⑩琉球古武術

㉓金硬流唐手・沖縄古武術㉓金硬流唐手・沖縄古武術 ㉙小野派一刀流剣術㉙小野派一刀流剣術
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⑨野田派二天一流剣術⑨野田派二天一流剣術

⑭兵法タイ捨流⑭兵法タイ捨流⑯直心影流薙刀術⑯直心影流薙刀術

㉗戸田派武甲流薙刀術㉗戸田派武甲流薙刀術

日本武道館の単行本

日本の武道

禅の思想と剣術

〒102-8321　東京都千代田区北の丸公園2番3号

TEL(03)3216-5147／FAX(03)3216-5158
http://www.nipponbudokan.or.jp/

日本武道館 教育文化部出版広報課

日本武道館 編
（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

北海道大学大学院教授　佐藤鍊太郎 著
（ 四六判・上製・386頁 ）
禅の思想と剣術がどう関わってきたか、武道伝
書を基に検証し、剣術が剣道へと発展昇華して
いく過程をわかりやすく解説。

日本の武道の全てを網羅した、武道関係者
必携の書。武道小百科事典としても役立つ
充実した資料編を巻末に収録。

高め合う剣道
筑波大学名誉教授　佐藤成明 著

（ 四六判・上製・564頁 ）
教育剣道の実践者として長年の経験をもつ
筆者が、古今の文献を手掛かりに日々の修
錬で大事な事柄を綴る。

刀剣の歴史と思想
筑波大学大学院准教授　酒井利信 著

（ 四六判・上製・346頁 ）
日本人が、刀剣を単なる武器としてではなく、
神聖なものとして捉える思想とは何か。日本刀
剣思想の独自性を確かな史料を基に考察する。

人を育てる剣道
剣道範士八段　⻆ 正武 著

（ 四六判・上製・268頁 ）
剣道の真価は、気力を練り上げ、肚をつくる修
行にある。人間の土台をつくる剣道を目指す著
者渾身の剣道指導論。

◉ご注文・お問い合わせ
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ニュース　日本古武道演武大会

①小笠原流弓馬術①小笠原流弓馬術

⑦柳生心眼流體術⑦柳生心眼流體術

⑰貫心流居合術⑰貫心流居合術㉔竹内流柔術日下捕手開山㉔竹内流柔術日下捕手開山

㉞鹿島新當流剣術㉞鹿島新當流剣術
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⑫當田流剣術⑫當田流剣術

⑳宝蔵院流高田派槍術⑳宝蔵院流高田派槍術 ㉒神道無念流剣術㉒神道無念流剣術
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ニュース　日本古武道演武大会

㉑円心流居合据物斬剣法㉑円心流居合据物斬剣法

⑥立身流兵法⑥立身流兵法㉘和道流柔術拳法㉘和道流柔術拳法

㉚為我流派勝新流柔術㉚為我流派勝新流柔術

㉟森重流砲術㉟森重流砲術

心技体 人を育てる総合誌
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出
場
流
派
・
演
武
者
一
覧
（
演
武
順
）

出
場
流
派
・
演
武
者
一
覧
（
演
武
順
）

①
小
笠
原
流
弓
馬
術

小
笠
原
清
忠
、
小
笠
原
清
基
、
鎌
形
佐
知

夫
、
吉
田
昌
伸
、
佐
藤
昌
二
、
飯
島
陽
一
、

玉
川
智
、
鎌
形
雅
子
、
宇
田
川
照
子
、
田

丸
達
男

②
天
道
流
薙
刀
術

木
村
恭
子
、田
室
美
知
子
、小
野
由
紀
子
、

廣
瀬
幸
子
、
頴
原
和
代
、
福
田
啓
子
、
玉

置
捷
子
、
熊
澤
八
穂
、
近
藤
圭
恵
、
福
岡

知
子
、小
嶋
弘
美
、細
井
優
子
、木
村
有
里
、

清
水
真
由
美

③
心
月
無
想
柳
流
柔
術

岩
永
源
三
郎
、桑
波
田
秀
祐
、八
島
和
雄
、

井
上
優
一
郎
、
堤
毅
、
奥
村
宗
一
郎
、
仲

尾
昭
二

④
卜
傳
流
剣
術

小
山
秀
弘
、
小
山
隆
秀
、
小
山
秀
晃

⑤
二
刀
神
影
流
鎖
鎌
術

細
川
隆
、
小
松
英
正
、
森
本
誠

⑥
立
身
流
兵
法

加
藤
紘
、
加
藤
敦
、
山
田
市
郎
、
齊
藤
勝
、

樫
村
典
久
、
菅
家
啓
一
、
江
尻
裕
介
、
吉

田
龍
三
郎
、
圖
司
行
克
、
山
﨑
恒
弥
、
鈴

木
美
智
子
、
石
毛
勝
也
、
渡
辺
紳
一
、
桒

原
実
、梅
谷
咲
太
郎
、前
田
稠
、大
畑
勇
気
、

近
藤
恭
弘

⑦
柳
生
心
眼
流
體
術

梶
塚
靖
司
、
寺
久
保
敦
也
、
高
橋
慶
太
、

吉
岡
一
紀
、
坂
本
哲
朗
、
藤
澤
勝
也
、
バ
ー

バ
ー
出
人
、
前
田
樹
里

⑧
尾
張
貫
流
槍
術

下
村
幸
裕
、
神
戸
信
夫
、
下
村
直
樹
、
赤
羽

根
大
介
、
森
治
紀
、
神
原
会
弥
、
佐
藤
博
、

若
尾
洋
子
、
木
村
凌
弥
、
新
垣
ダ
ニ
エ
ル
、

宇
治
川
桂
子
、
西
皆
子

⑨
野
田
派
二
天
一
流
剣
術

荒
木
章
博
、
松
永
季
勝

⑩
琉
球
古
武
術

井
上
貴
勝
、
岡
林
俊
雄
、
髙
橋
淳
也

⑪
澁
川
流
柔
術

吉
野
明
嗣
、
村
井
道
由
、
東
英
章

⑫
當
田
流
剣
術

神
亮
太
、
齊
藤
滉
樹

⑬
鐘
捲
流
抜
刀
術

楠
原
弘
之

⑭
兵
法
タ
イ
捨
流

上
原
エ
リ
子
、
山
本
隆
博
、
田
添
信
一
郎

⑮
天
神
真
楊
流
柔
術

坂
本
忠
彦
、渡
邊
卓
也
、岩
倉
淳
、八
木
宏
之
、

小
澤
修
一
、
古
川
眞
一
、
リ
ト
シ
ン
・
イ
ゴ

リ⑯
直
心
影
流
薙
刀
術

大
谷
康
裕
、
谷
口
克
美

⑰
貫
心
流
居
合
術

松
本
秀
邦
、石
田
隆
、守
山
健
三
、重
吉
伸
一
、

渡
邉
孝
敏
、
上
田
峻
平

⑱
荒
木
流
軍
用
小
具
足

千
葉
明
、
栗
林
征
喜
、
坂
本
浩
一
、
片
桐
克

彦
、
河
野
真
一
、
鶴
岡
嘉
治
、
鶴
岡
優
子
、

鈴
木
優
輔
、
高
橋
杏
奈

⑲
初
實
釼
理
方
一
流
剣
術

植
月
求
、
植
月
重
幸
、
正
木
英
登

⑳
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術

駒
喜
多
学
、
尾
野
好
司
、
若
林
幹
雄
、
美
馬

博
幸
、
土
屋
明
洋
、
高
橋
英
樹
、
西
本
昌
永
、

船
谷
哲
司
、
加
藤
了
嗣
、
田
口
昌
昭

㉑
円
心
流
居
合
据
物
斬
剣
法

増
本
孝
和
、
高
槻
幸
雄
、
田
村
こ
ず
え
、
徳

山
和
彦
、
中
平
輝
彦
、
山
村
行
仁
、
川
岸
正

三
郎
、
松
田
純
、
北
野
光
一
、
桐
山
衣
代

㉒
神
道
無
念
流
剣
術

小
川
武
、
中
島
宏
之
、
萩
崎
昭
、
中
舘
秀
光
、

齊
藤
政
文
、
落
合
毅
、
土
屋
正
則
、
相
馬
功

一
、
高
田
一
男
、
玉
根
純
也
、
浅
野
史
明
、

中
野
雅
浩
、
牧
戸
昌
邦
、
山
谷
怜
子
、
掛
川

成
彦
、
神
明
新
太
郎
、
吉
田
明
永
、
中
村
唯

㉓
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術

早
坂
ゆ
か
り
、
早
坂
義
文
、
大
村
朝
洋
、

江
幡
妙
子
、
佐
々
木
透

㉔
竹
内
流
柔
術
日
下
捕
手
開
山

竹
内
藤
一
郎
、
竹
内
久
朋
、
長
尾
春
義
、
氏

房
功
、
八
木
隆
志

㉕
雲
弘
流
剣
術

井
上
弘
道
、
井
上
照
貴

㉖
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会

小
林
明
彦
、
福
岡
愼
輔
、
堂
上
佐
代
子
、
三

上
篤
志
、
中
岡
飛
鳥
、
後
藤
剛
一

㉗
戸
田
派
武
甲
流
薙
刀
術

建
入
久
代
、
永
埜
浩
司
、
本
多
日
向
子
、

小
野
貴
史

㉘
和
道
流
柔
術
拳
法

大
塚
博
紀
、
寺
田
英
視
、
坂
巻
明
、
押
田

良
光
、
三
田
篤
、
ロ
ヒ
ヤ 

フ
ァ
ン
デ
ル 

フ
ェ
ル
デ

㉙
小
野
派
一
刀
流
剣
術

矢
吹
裕
二
、
石
崎
徹
、
浅
井
雅
史
、
庄
嶋

卓
司

㉚
為
我
流
派
勝
新
流
柔
術

根
本
憲
一
唯
之
、
谷
啓
二
、
村
木
浩
治
、

沢
幡
伸
男
、
小
國
英
智

㉛
神
道
夢
想
流
杖
術

大
竹
敏
行
、
小
塚
禮
子
、
神
之
薗
文
男
、

矢
野
多
衛
子
、
林
映
子
、
安
田
嘉
一
、
小

林
光
雄
、
岩
田
善
信
、
時
任
晴
美
、
平
原

喜
孝

㉜
長
谷
川
流
和
術

桑
原
巡
、
宮
下
邦
博
、
倉
田
勝
己
、
逸
見

彰
一
、
石
原
賢
一
、
小
野
晴
佳

㉝
甲
源
一
刀
流
剣
術

逸
見
義
清
、
坂
本
浩
文
、
新
井
邦
芳

㉞
鹿
島
新
當
流
剣
術

内
田
嘉
昭
、
横
尾
廣
美
、
今
井
淳
也
、
小

松
崎
政
史

㉟
森
重
流
砲
術

青
木
孝
、
角
替
進
、
片
山
直
巳
、
石
井
和

己
、
市
川
恵
一
、
佐
野
翔
平
、
小
林
透
、

芦
川
正
彦

�

（
以
上
35
流
派
、
敬
称
略
）
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ニュース　日カンボジア交流（武道）

　

講
議
は
午
前
10
時
か
ら
日
本
武
道
館
大

会
議
室
で
、
𠮷
川
英
夫
理
事
・
事
務
局
長

が
日
本
武
道
の
歴
史
に
つ
い
て
行
っ
た
。

９
武
道
を
紹
介
す
る
動
画
を
流
し
た
あ

と
、
𠮷
川
理
事
・
事
務
局
長
が
日
本
武
道

の
歴
史
、
先
人
た
ち
の
教
え
、
日
本
武
道

館
の
歴
史
と
事
業
、
礼
の
大
切
さ
な
ど
を

説
明
。
最
後
に
「
武
道
に
は
卒
業
は
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
死
ぬ
ま
で
精
進
・

努
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

こ
と
が
世
界
に
広
が
る
武
道
の
魅
力
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
武
道
は
人
間

を
強
く
立
派
に
す
る
人
間
形
成
の
道
で
あ

り
、
こ
れ
は
万
国
共
通
で
す
。
皆
さ
ん
に

は
こ
れ
か
ら
も
武
道
の
稽
古
に
励
ん
で
い

た
だ
き
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
武
道
が
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
際
に
は
、
武
道
に
よ

る
日
本
と
の
交
流
が
再
開
す
る
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

外
務
省
が
推
進
す
る
対
日
理
解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
大
洋
州

地
域
を
対
象
と
し
た
交
流
事
業
「
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
（
ジ
ェ
ネ
シ
ス
）
２
０
２
２
」

で
来
日
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
生
ら
22
名
が
１
月
12
日
、
日
本
武
道
館
を
訪
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
武
道
は
も
と
よ
り
日
本
文
化
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
日
本
の
武
道
に
関
心
の
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
大
学
院
生
、
大
学
生
、
高
校

生
を
日
本
に
招
し
ょ
う

聘へ
い

。
１
月
11
〜
17
日
に
東
京
や
沖
縄
を
訪
問
し
、
関
係
団
体
に
よ
る

講
議
、
交
流
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
（
一
般
家
庭
へ
の
訪
問
）
な
ど
を
行
っ
た
。

　

日
本
武
道
館
で
は
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長
か
ら
日
本
武
道
の
歴

史
に
つ
い
て
の
講
議
を
受
け
た
あ
と
、
大
道
場
を
見
学
し
、
日
本
武
道
へ
の
理
解
を

深
め
た
。

 

●
講　

議

 

●
質
疑
応
答

JENESYS2022 日カンボジア交流（武道）JENESYS2022 日カンボジア交流（武道）
カンボジアの学生らが日本武道館を訪問カンボジアの学生らが日本武道館を訪問

　

講
議
後
の
主
な
質
疑
応
答
は
以
下
の
通

り
。

Ｑ
．
古
武
道
の
流
派
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

Ａ
．
明
治
の
頃
に
は
剣
術
が
約
800
、
柔
術

が
約
200
あ
っ
た
と
文
献
に
残
っ
て
い
ま

す
。
日
本
武
道
館
が
組
織
し
た
日
本
古

武
道
協
会
に
は
現
在
77
流
派
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。

日本武道館西口正面で記念撮影するカンボジア学生ら一行日本武道館西口正面で記念撮影するカンボジア学生ら一行
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学
生
た
ち
は
西
口
正
面
玄
関
で
記
念
撮

影
を
行
っ
た
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

柔
道
や
空
手
の
成
績
を
記
し
た
銘
板
や
競

技
を
行
っ
た
大
道
場
な
ど
を
見
学
。
大
道

場
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
設
営
が
行
わ
れ
て

お
り
、
参
加
者
た
ち
は
真
剣
に
そ
の
様
子

を
見
つ
め
て
い
た
。

　

大
道
場
の
天
井
か
ら
つ
り
下
げ
ら
れ
た

大
き
な
日
の
丸
が
見
え
る
２
階
観
客
席
で

は
感
嘆
の
声
が
上
が
り
、
時
間
い
っ
ぱ
い

ま
で
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
日
本
武
道
館

に
関
す
る
質
問
を
職
員
に
投
げ
か
け
て
い

た
。

で
私
た
ち
は
日
本
の
武
道
の
意
味
や
歴
史

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
武
道
の
意
義
や
価
値
が
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
な
ど
と
感
想
と
感
謝
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

Ｑ
．
日
本
の
小
中
学
校
で
は
武
道
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

Ａ
．
小
学
生
は
町
道
場
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
地
域
の
活
動
の
中
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
中
学
生
は
平
成
24
（
２

０
１
２
）
年
か
ら
全
て
の
中
学
校
で
武

道
の
授
業
が
必
修
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
種
目
は
先
ほ
ど
紹
介
し
た
九
つ
の
武

道
が
対
象
で
、
中
学
１
・
２
年
生
は
必

ず
武
道
の
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
合
気
道
と
柔
道
の
大
き
な
違
い
は
何

か
。

Ａ
．
技
術
的
に
は
、
柔
道
は
襟
や
袖
を
摑つ
か

み
、
投
げ
技
や
固
め
技
が
主
体
で
す
。

合
気
道
は
体
捌さ
ば

き
に
よ
っ
て
手
首
な
ど

を
摑
ん
で
相
手
を
押
さ
え
た
り
、
投
げ

た
り
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

Ｑ
．
中
学
校
で
の
武
道
必
修
化
に
あ
た

り
、
問
題
点
は
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
．
課
題
は
、
い
か
に
安
全
に
子
ど
も
た

ち
に
指
導
で
き
る
か
で
し
た
。
現
在
ま

で
大
き
な
事
故
は
聞
い
て
い
な
い
の

で
、
安
全
に
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

♢

　

最
後
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
生
ら
と
吉
川

理
事
・
事
務
局
長
が
記
念
品
を
交
換
し

た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
「
今
回
の
講
議

武道に関する動画を真剣に見つめる参加者たち

 

●
施
設
見
学

日本武道館内を見学する参加者たち日本武道館内を見学する参加者たち

講義の後には記念品の交換が行われた

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　少林寺拳法グループ　新春行事

「
２
０
２
３
年
新
春
行
事
」
が
１
月
15
日
、
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
総
本
部
（
香
川
県

多た

度ど

津つ

町
）
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
延
べ
約
900
名
の
拳
士
、
保
護
者
、
関
係
者
が
参
加
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
宗そ
う

昂こ
う

馬ま

師
家
の
年
頭
挨

拶
が
行
わ
れ
、「
新
春
行
事
を
４
年
ぶ
り

に
開
催
で
き
た
こ
と
に
本
当
に
喜
び
を
感

じ
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
新
道
』
で

す
。
世
界
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
が
、
問
題
の
解
決
策
は
過
去
で

は
な
く
未
来
に
あ
り
ま
す
。
我
々
は
、
時

代
を
見
据
え
、
次
世
代
の
少
林
寺
拳
法
を

支
え
る
若
い
皆
が
充
実
で
き
る
組
織
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
今
年
の
抱
負
を

述
べ
た
。

　

新
春
法
会
、
新
春
修
練
会
と
続
き
、
新

春
修
練
会
で
は
、
少
年
部
と
一
般
に
そ
れ

新春修練・少年部

少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ 

２
０
２
３
年
新
春
行
事

ぞ
れ
会
場
を
分
け
、
各
指
導
員
に
よ
る
指

導
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
新
年
の
修
練
が

で
き
る
喜
び
を
共
に
感
じ
て
い
た
。

　

午
後
２
時
か
ら
は
、
多
度
津
京
極
少
林

寺
拳
法
太
鼓
か
ら
始
ま
り
、「
耕
せ
に
っ

ぽ
ん
」
代
表
の
東
野
昭
彦
氏
を
特
別
講
師

に
迎
え
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。
不
登
校
や

引
き
こ
も
り
の
若
者
た
ち
と
向
き
合
い
、

未
来
に
希
望
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
「
人
に

喜
ば
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
伝
え
な
が

ら
自
立
支
援
を
行
う
内
容
に
参
加
者
は
心

を
打
た
れ
、
時
に
は
涙
ぐ
む
姿
も
見
ら
れ

た
。
90
分
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
る

感
動
の
時
間
と
な
っ
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
新
春
行

事
。
兎
う
さ
ぎ
年
の
始
ま
り
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
飛
躍
す
る
一
年
を
誓
い
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

（�

文
・
写
真
＝
一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳

法
連
盟
）

全
国
か
ら
９
０
０
名
が
参
加

東野代表（左）と対談する宗師家 多度津京極少林寺拳法太鼓

年頭挨拶をする宗昂馬師家

東野昭彦代表（左）による
新春特別講演会

新春修練・一般の部

心技体 人を育てる総合誌
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